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土
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川
扇
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張
り
出
し
た
舌
状
の
丘
陵
地
の
先
端
部

に
立
地
す
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丸
及
び
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一
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に
は
、
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東
根
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東
根
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期
に
も
最
上
氏
の
支
城
と
し
て
里
見
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が
城
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を
務
め
た
が
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和
八
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改
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っ
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形
藩
預
か
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寛
文
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六
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に
廃
城
と
な
っ
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今
回
の
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
か
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世
ま
で
の
遺
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遺
物
が
出
土
し
て
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中
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一
四
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紀
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半
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ら

一
五
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紀
初
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で
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ハ
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紀
末
か
ら

一
七
世
紀
前
葉
ま
で
の
時
期
の
遺
構
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遺
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多
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今
回
報
告
す
る
木
簡
は
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本
丸
と
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の
九
の
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に
位
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す
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龍
興
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の
西
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ら
れ
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の
沼
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九
と
二
の
九
の
一
部
を
囲
む
堀
と
し
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機
能
し
て
い
た
。

沼
の
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西
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九
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年
号
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記
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ら
れ
、　
一
面
に
ス
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漆
が
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ら
れ
る
。
②
③
は
圭
頭
を
呈
し
左
右
に
ニ
カ
所
ず

つ
切
り
込
み
が
あ
る
。
０
は
墨
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
文
字
部
分
が
浮
彫
状
に

遺
存
す
る
。
０
～
Ｏ
①
は
圭
頭
を
呈
す
る
。
①
は
墨
痕
が
薄
く
判
読
が
困
難
で

あ
る
。
①
は
圭
頭
を
呈
し
下
半
は
先
細
り
に
な
る
が
、
下
端
部
は
平
ら
で
あ
る
。

⑩
は
圭
頭
を
呈
し
下
端
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
⑪
は
上
端
が
平
ら
で
下
端
部
が

尖
る
。
「ち
か
な
り
」
は
人
名
と
考
え
ら
れ
る
。
⑫
は
曲
物
底
板
で
、
表
裏
両

面
に
多
数
の
文
字
が
書
か
れ
る
が
判
読
で
き
な
か
っ
た
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
山
形
大
学
の
三
上
喜
孝
氏
の
ご
教
示

を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

側
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『小
田
島
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
（山

形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
調
査
報
告
書
一
三
一
、
二
〇
〇
四
年
）
（高
桑
　
登
）

］
ｏ
『
×

］
『

枷
×

攣

『
　

ｏ
⇔
Ｆ


